校外実習（インターンシップ）受入れ機関等調査票
[bookmark: _GoBack]　　年　　月　　日
◎校外実習（インターンシップ）の受入れについて　　　　　　機関名 (フリガナ)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　□可能である　　　　　□困難である　　　　　　　　　貴機関ＨＰアドレス　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　校外実習は，本科４年次（機械電気・情報電子・土木建築工学科）の夏季休業中（令和3年7月17日～8月29日）の１週間（科目名：校外実習１）または２週間（科目名：校外実習２）で行います．
詳細は，本校ＨＰ（http://www.tokuyama.ac.jp/）→シラバスでご覧頂けます．

＊受入れ可能な場合は，下記事項にご回答願います．
なお，この書式は本校ＨＰ(http://www.tokuyama.ac.jp/edu/internship.html)で取得できます．
１．学科別受入れ可能学生数及び受入れ可能な分野・テーマ等（記入欄不足の場合は，別紙によりご回答願います．）
	学　　科
	受入数
	受　入　れ　可　能　な　分　野　・　テ　ー　マ　等
	その他特記事項

	機械電気工学科
	
	
	

	情報電子工学科
	
	
	

	土木建築工学科
	
	
	


２．貴機関における受入れ条件（該当項目に○印を付してください）
　研修に関わる費用は個人負担を原則としますが，受入れ機関で提供または支給できることがありましたらご記入ください．
	事　　　　　　　　　　　　　　　　　　項
	備　　　　　　　　考

	出社及び帰学（学校から実習地までの）旅費
	支給する　・　支給しない
	

	日　　　当
	支給する　・　支給しない
	金額等

	社員寮等の利用
	可　　・　不可
	女子入寮（可・不可）

	他の宿舎（上記不可の場合）
	斡旋する　・　斡旋しない
	

	宿　泊　費
	受入れ先負担・本人負担
	個人負担の場合の金額

	食　　　費
	受入れ先負担・本人負担
	個人負担の場合の金額

	通　勤　費
	支給する　・　支給しない
	

	作　業　服　等
	支給する　・　支給しない
	

	その他の受入れ条件


　＊既に受入れに関する要項等があれば別途添付頂ければ幸甚です．
３．外国人留学生及び女子学生の受入れについて
　・外国人留学生の受入れについて　□可能である　□困難である　・女子学生の受入れについて　□可能である　□困難である
４．今後の連絡ご担当者
	所在地
	〒

	所属・職名

氏 (ふり)　名 (がな)
（内線）
E-mail
	






	機関名
	
	
	

	電話番号
	（　　　　　　）　　　　―
	
	

	FAX
	（　　　　　　）　　　　―
	
	

	受入れについての依頼状送付の宛先（職名・氏名等）




担当窓口　学生課教務係　電話0834-29-6232　　FAX　0834-29-6161
　　　　　　　　　　　　E-mail: kyoumu@tokuyama.ac.jp
